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使用済み燃料プール過酷事故時におけるスプレイ冷却有効性確認のため、冷却性能評価手法の開発を行って

いる。本報告では、4×4の模擬燃料集合体による冷却試験の試験解析を実施した結果について報告する。 
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1. 緒言 

使用済燃料プールにおける安全対策有効性検討のために、スプレイ冷却試験及

び多次元二相流解析コード ACE3D[1]を基にした冷却性能評価手法の開発を進め

ている。本報では、スプレイ冷却試験解析を実施した結果について報告する。 

2. 計算結果 

試験で用いた模擬燃料集合体（以下集合体）[2]を模擬した計算体系を用いて、

試験解析を実施した。図１に解析体系を示す。計算は２次元とし、ロッドの初期温

度分布は試験結果の値を補間することにより設定し、ロッド発熱量等は試験と同

等とした。また上部より試験条件相当のスプレイ水を 0.7l/min にて均等

に流入させた。図２に解析結果の一例を示す。試験結果は各ロッド高さ

位置における燃料棒表面温度の平均値を示している。集合体下部より

3378mm の L3 は試験結果と良好な一致を示している一方、下部より

1842mmの L6 において、試験結果は燃料棒が徐々に冷却されているの

に対し、解析結果はスプレイ開始から約 280 秒後より温度上昇が見ら

れる。本解析では除熱量が過小評価されており、今後、熱伝達相関式を

含む流動相関式の改良を行う予定である。 

3. 結論 

使用済燃料プールスプレイ冷却過程に対して、スプレイ冷却試験解

析を実施した。集合体上部の冷却過程における解析結果は試験結果を

再現出来た一方、下部において解析結果の温度が上昇し、試験結果と異

なる傾向を示した。今後、相関式等の改良を行う予定である。 
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図２ 試験結果との比較 

 

図１ 解析体系概略 
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